
    
                           

 

 

 

日 時：平成 27年 7月 2日(木）12時 30分:開場 

開 演：13時 30分～15時 00分 

場 所：伏見ライフプラザ 5階 鯱城大ホール  

    伏見交差点から 元 御園座前を南へ約 200m 

 ※入場無料  要約筆記＆手話通訳も準備。 

多数お誘い合わせの上ご来場下さい 
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講  師  名古屋市博物館 副館長 神谷 浩 氏（かみや ひろし） 
昭和 28年 12  愛知県高浜市生れ  61歳 

昭和 55年    名古屋大学大学院文学研修科修士課程卒業 

昭和 56年 1  名古屋市博物館 学芸員から平成９年名古屋市美術館に異動    

平成 23年 4  名古屋市博物館 副館長として異動。現在に至る 

     

◎ 「世界で一番有名な日本人はどうやら北斎。その次は歌麿や写楽らしい」確かに 

ゴッホやモネは「浮世絵」に影響を受けて賞賛しており、その時代の最新情報として、 

又 当時としてはおそらく世界で唯一「カラー」で伝えてくれるものでした。  

ともすれば、古臭くカビ臭いものの様に思われがちな浮世絵の先入観を取り払って自分自身の 

目で浮世絵を見ると、新しい発見が次々と出て来ます。 

     ゴッホやモネと同じ様に北斎・歌麿・写楽 等の時代の浮世絵を芸術作品として見てみましょう。 

江戸中期・謎の浮世絵師・東州斎 写楽が描いた人気歌舞伎役者の大首絵。その後  

忽然と姿を消した写楽等とかく謎めいた浮世絵の世界をちょっと覗いてみませんか？ 

主 催：名古屋市高年大学 鯱城会 お問合せ ☎ 025-222-7521 
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